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住所：広島県広島市安佐北区倉掛２丁目４７－１

TEL：０８２－８４３－１８１１

Maiｌ：hiroshima-sh@hiroshima-c.ed.jp

URL:https://www.hiroshima-sh.hiroshima-c.ed.jp/
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主力商品

広島県立広島特別支援学校（広島県広島市） ２０２３準グランプリ

自信や生きがいをもって自立と社会参加を目指し、雇用や就
労につなげてほしいという思いから農福連携の取組を開始。

 地域の公民館と連携した野菜の販売や、近隣住民を対象に訪問販売（受注型）実施。
 学校見学会等で来校される方々、近隣の小学校、インターナショナルスクールの児童による収

穫体験を実施し、生徒が収穫や袋詰めの仕方を説明する場を設けている。
 県内の農業を専門とする高等学校と連携し、土壌調査を依頼するなど、生徒同士が学び合う

場を設けているほか、近隣小学校の児童に農作業を教えている。

（農作物）トマト、きゅうり、ナス、ピーマン、さつまいも、
大根、白菜、ニンジン、小松菜

特徴的な取組
環境保全型農業、ユニバーサル農園

 農作業を通して、就労に必要な基本的な態度や意欲を身に付け、様々な職種への就労につながっ
ている。

 公民館での販売や近隣への訪問販売では、地域貢献への意欲や社会参加への自信につながって
いる。

 収穫体験や小学校、高等学校との協働活動では、学んだことを発揮し、感謝されることで自己有
用感の高まりにつながっている。

写真
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 全ての年次の生徒が、自信や生きがいをもち、自立と社会参加を目指せることを目的にして、
作業学習【農業】の授業において、学校内のほ場で農作業を実施。

 土ふるいや堆肥作りなどを行うため、撹拌機のある屋根付き小屋を整備し、作業棟には車い
すの児童生徒が室内で安全に作業できる水耕栽培を設置している。
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農作業を学ぶだけでなく、地域に貢献する体験を積み重ねることで自信や生きがいをもち、自立と社会参加
を目指せるよう、地域との連携を通した協働的な学びの充実を図る。

 学校運営協議会を通して地域の様々な関係機関から助言を受け、農福連携の連携先や応援団になってもらう
など、連携の輪が広がり、地域を支えることができる人材として、自信や地域貢献への意欲につながっている。

 収穫体験や農作業を通して、地域に対して障害のある児童生徒や特別支援学校の取組について理解を図ると
ともに、農業に触れるきっかけを創出する。

 農福連携を通して人とのつながりを増やすことで、児童生徒の雇用につなげる。

更新時点：R8.３

特別支援学校

１９７人（R３）
→２１７人（R７）

障害者数

9.24万円（R３）
→11.5万円（R７）

３３０㎡（R３）
→３３０㎡（R７）

※縮尺図による目安

設立：Ｓ３８年 / 農福連携取組開始：R３年

売上高 農地面積 ―

視察受入れ：可 / 報道機関受入れ：可 / 特別支援学校における校内実習や作業学習への支援（体験の場の提供、農業に関する技術的な助言等）：可

受け入れている者

○身体障害

〇精神障害
※発達障害含む

○知的障害

その他障害

生活困窮

ひきこもり

高齢者

その他
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